
訓練空域内で訓練中及び訓練空域外を飛行中の落下事故の評価

• 原則として原子炉施設及びその周辺上空の訓練空域からの自衛隊機又は米軍機の落
下を原子炉施設の立地点ごとに評価する必要があるが、現時点ではこのような飛行
形態で原子炉施設周辺に自衛隊機あるいは米軍機が落下した事例がないことに鑑
み、自衛隊機又は米軍機が陸上に落下する確率の全国平均値を用いるものとする。

•ただし、今後、原子炉施設の上空あるいはその周辺の訓練
空域で訓練中の自衛隊機又は米軍機が落下した場合や、
原子炉施設周辺に存在する訓練空域での訓練飛行
の回数が明らかに他の地域より著しく多くなったと判
断される場合は、こうした実際の状況を考慮して原
子炉施設への航空機落下の確率を評価する。
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